
地政学と資源戦略

独立行政法人
新エネルギー・産業技術総合開発機構　理事

本城　薫

　「地政学」を辞書で引くと、「民族や国家の特質を、主として地理的空間や条件から説明

しようとする学問」とある。

　昨今の石油価格の高騰により、「資源セキュリティ」に対する関心が高まっているが、

石油や金属資源等の地下資源は、それが存在する場所を領有する国家の支配化にあり、

このため資源戦略を考えるにあたっては地政学的視点が必要となる。そこで資源を巡る

最近の世界の動きの中から、地政学的視点から注目される事例を挙げてみよう。

（１）資源の国家管理を強化しつつ、欧州との関係を深めるロシア

・ロシアから欧州向け原油パイプラインの新増設と、ロシア・EU間のエネルギー・パート

ナーシップ協定の締結

・欧州の石油輸入において、旧ソ連圏の占める比率は18％(96年)から42％(04年)に上昇

・ロシア最大の民間石油企業ユコスを解体するなど、石油産業への国家管理を強化

（２）戦略的な海外展開を図りつつ、資源権益を確保する中国

・政府が大株主である中国石油企業は低い期待収益率で投資可能であり、欧米石油メジャー

に比べて高い想定価格を設定し、大胆かつ戦略的に海外事業を展開

・アフリカのアンゴラに20億ドルの借款供与した見返りに同国の石油開発権を獲得

・国境を接するカザフスタンのカナダ系石油企業ペトロカザフスタンの買収を発表

（３）対米戦略と関連させつつ、インド・中国との関係を強化するイラン

・インド及び中国はイランからのLNG購入と引き換えに新規油田開発に参入

・イラン～インド間（パキスタン経由）のガス・パイプライン建設構想あり

（４）石油を政治化するベネズエラ・チャベス大統領

・新規探鉱開発プロジェクト参入には、米国企業を排除し友好国（中国、中南米、ロシア、

イラン等）の国営石油会社を優先

・石油価格高騰により得た資金を背景に中南米諸国に対し影響力を強化

　このように、各国の資源戦略はその国の置かれた地理的空間や条件に影響され、外交・

軍事政策も含めた国家戦略として実施される傾向を強めている。また、このような各国

の資源戦略の動態的変化は、東西冷戦構造崩壊後の米国一極支配体制への対抗といった

国際政治情勢、さらには民族・宗教の相違に起因する新たな資源ナショナリズムの台頭等、

世界が今、大きな歴史上の節目に遭遇していることが背景となっていると言えよう。

　新聞・雑誌等の資源関連記事を読む際には、手元に世界地図帳（歴史関連地図が含まれ

ているものが望ましい）を置きながら読まれることをお勧めしたい。

　世界全体の石油需要増加の３割強を占める中国と同じ北東アジアに位置する我が国

としては、資源戦略の理論的裏付けとなる地政学的研究が一層重要となろう。
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日時
場所
議題

平成１７年１２月６日（火）　１５：００～１７：００
ＪＦＣＣ会議室
１．ＪＦＣＣ活動状況説明
２．討議
　　・民間企業の研究のアウトソーシングの状況、とらえ方
　　・ＪＦＣＣがアウトソーシング先になるためにはどうすればよいのか
　　・「出口指向」の国受託を得るための民間との協力方法
　　・将来取り組むべき研究分野
　　・ナノテクセンター構想
３．研究成果紹介
　　・高温加熱水蒸気の応用研究
　　・希土類添加ＺｎＯ薄膜の電界発光素子

事業報告事業報告

第１５回企画運営委員会の開催

ＪＦＣＣの運営について、ご審議、ご意見をいただく企画運営委員会を開催しました。
国プロジェクト提案、民間受託の拡大へむけた活動、将来取り組むべき研究の方向性等について多数の貴重なご意

見をいただきました。今後の運営、計画等の参考とさせていただきます。

第２７回中小企業振興委員会を開催

ＪＦＣＣは本年、創立２０周年を迎えることができました。この間、中小企業振興事業は一貫して、重要な事業のひ
とつでありました。そこで、これらの事業を適切に行うため国、地方公共団体、研究機関、ファインセラミックス関係団
体、中小企業の皆様などの協力を得て中小企業振興委員会を設置、委員各位のご意見をお聴きしながら進めて参りま
した。
今年度は、第２７回中小企業振興委員会を１０月２７日（木）ＪＦＣＣ研修室で開催しました。会議の内容は次のと

おりです。
議案は４件で、まず議題１「中小企業向け事業について」は、ＪＦＣＣや公設試、ファインセラミックス関連団体等が
重点を置いて取り組んでいる事業、顧客満足度が高い事業などを相互に紹介し、意見交換を行いました。次に議題２「JFCC
研究成果報告」は、アルミ鋳造用ラドルの信頼性向上について松平恒昭主任研究員が発表しました。　議題３は、講演
で「地域プラットフォームの方向性について」をテーマにこの４月に制定された、いわゆる中小企業新法のもとでの中
小企業支援体制と今後の動向などについて、中部経済産業局　地域経済部地域振興課　田中　陽一地域経済係長から
お話を伺いました。　最後に議題４「提案公募型技術開発助成事業について」は、地域コンソーシアム研究開発制度な
どの趣旨、提案手続きなど国の補助事業について、中部経済産業局　地域経済部産業技術課より説明を受けました。

審議の状況
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第６回東工大－名工大－ＪＦＣＣ合同講演会を開催

恒例となりました東京工業大学－名古屋工業大学－ファインセラミックスセンター合同講演会が平成１７年１１
月８日（火）　東京工業大学　すずかけ台キャンパスで開催されました。第６回となった今年は「セラミックス研究の
最前線とプロジェクト研究の現状」と題して、参加者約６０名のもと下記のように最前線のトピックス的発表３件、研
究プロジェクトや研究戦略に関する発表３件の合計６件の発表が行われました。

Ⅰ. セラミックス研究の最前線
１．収束電子線回折法による局所領域の格子ひずみ測定
　　JFCC  　齋藤　智浩　副主任研究員
２．真空下でのセラミックス固液界面を利用した新しい材料プロセスの開発と応用 
　　東工大　松本　祐司　講師
３．プロトン伝導性リン酸塩ガラスハイドロゲルの開発
　　名工大　春日　敏宏　教授

Ⅱ. プロジェクト研究の現状
４．マイクロX線CTによるリン酸カルシウムセメントの生体内吸収挙動の長期観察　 
　　JFCC　　水野　峰男　グループマネジャー主席研究員
５．ナノ構造を活用した透明酸化物の機能開拓と応用展開
　　東工大　細野 秀雄　教授
６．名古屋工業大学の研究戦略
　　名工大　松井　信行　学長

発表状況 質疑応答
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SiC表面分解法によるカーボンナノチューブの機械的応用

SiC表面分解法により生成される、高配向・高密度カーボンナノチューブの
形態制御により、機械的応用を検討する

背 景
カーボンナノチューブ（CNT）の様々な特長が明らかになってきている
が、これらを有効に生かした工業的応用が強く望まれている。

目 的
SiC表面分解法によって合成される高配向・高密度CNTの機械的、
電気的特性を明らかにして、応用の可能性を示す。

高配向・高密度CNT膜

ほとんど摩耗せず

低荷重
高さ一定
摩擦力一定

遷移領域
高さ減少
摩擦力増加

高荷重
準安定構造
摩擦力一定

0.4MPaの空気で加速された
ダイヤモンド砥粒（ 粒径
2mm CNT膜厚の8倍）の衝突

成 果 SiC表面分解法 SiC  +  CO  →  SiO  +  2C

今後の展開

AFMでの摩擦特性評価

エロージョンによる摩耗計測

CNT250 nm Sapphire

0.6mm 0.6mm

荷重に対する摩擦抵抗の挙動
高い衝撃吸収能力

CNTの形態制御により、摩擦摩耗制御の精度を高め、実用化を目指す。

全く新しい摩擦材料
“ゼロ摩耗”材料

CNTの撓みによる衝撃吸収

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

表面のはく離
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希土類添加ZnO薄膜の電界発光素子

希土類元素(Er) 添加したZnO薄膜から、電界印加による赤外発光を世界で
初めて検出。

背 景
高度情報化社会に対応した光ネットワーク網の構築が進められており、
多種多様な光機能材料・デバイスが必要。

目 的
JFCC開発の希土類添加ZnO薄膜からの電界発光 (Electroluminescence: 
EL)  を検討し、光電気デバイスとしての可能性を明らかにする。

白い部分がEr添加ZnO薄膜
（深さ：10μm）

wavelength / nm

成 果

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2

参考文献 ： 田中ら,日本セラミックス協会2005年年会講演要旨集, 14(2005).

謝　　辞 ： 本研究は、文部科学省の「セラミックインテグレーション技術による新機能性材料創製に関する
　　　　　研究」の一環として実施したものである。

今後の展開 発光強度改善（現状10倍） 赤外光利用新規デバイス提案

図1.Er添加ZnO薄膜からの電界発光　6W以上で発光、ピ
ーク1540nmはErの内殻遷移に対応；光通信に最適波長

（写真：透明電極で挟んだサンプル）

図2.フォトリソグラフ法で加工
したSi基板にEr添加ZnO薄膜を
形成した例

（膜からの発光確認済み）

(1) ZnO系薄膜の電界印加で、世界で初めて赤外光を検出(図１）

(2) EL発光波長は、添加成分Erの内殻電子遷移に対応（図１）

(3) ZnO系薄膜の微細パターン加工を実施（図２）

10μm

10mm
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ヒト骨に近い機械特性と生体活性をもつ
有機･無機複合バイオ材料

酸化チタンナノ粒子と有機高分子の複合化により、ヒト骨に近い材料を
開発

背 景
ヒト骨に近い機械的特性と生体活性能をもつ材料がない。　　
このような生体に優しい人工骨の開発により、自家骨代替用途を創出。

目 的
酸化チタンナノ粒子とポリエチレンの複合化により、ヒト骨に近い機
械的特性と生体活性能を合わせもつ人工骨を開発

図1. 他社製品･材料と骨の機械的強度

ヘイペックス
（耳小骨用）

バイオガラス

ヒト骨（皮質骨）

（歯科用） 焼結水酸アパタイト

TiO2/HDPE

（歯科用）

セラボーン
（椎体用）

チタニウム金属
（股関節用）

（椎体用はTiメッシュ）

図2. 頭蓋骨プレート 試作品

10mm

曲げ強さ / MPa

弾
性

率
 /

 G
P
a

成 果

Japan Fine Ceramics Center研究成果 3研究成果 3

参考文献 ： M. Hashimoto et al., Key Engineering Materials, 254-56, 569-72 (2004), 特開2005-013476

謝　　辞 ： 本研究は、NEDOの委託により実施したものである。

今後の展開
・骨との接着強度の向上
・患者に合わせた３次元
　技術の開発

頭蓋骨プレートとして実用化

(1) 骨と結合：

TiO2/HDPE複合体( TiO2 40 vol%)を作製：

酸化チタン（TiO2）とポリエチレン（HDPE）の界面強度改善のために、

シラン処理TiO2をHDPE中に均一分散、プレス成形圧力を最適化

家兎頸骨との引き剥がし強度8 N  （4週埋入後）

(2) ヒト骨に近い

　　　機械的特性：

曲げ強度 : 65 MPa  （皮質骨 50-150 MPa）

弾  性  率 : 10 GPa  （皮質骨 7-30 GPa）

大きな破壊エネルギー
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電子線ホログラフィーによる化合物半導体のpn接合の観察

劈開試料を用いて、InPのpn接合を電子線ホログラフィー法で捉える技術を
確立

背 景 InPなどの化合物半導体においてpn接合の評価をしたい産業界のニーズ

目 的
劈開試料を用いて、InPのpn接合を電子線ホログラフィー法により捉える
→将来、半導体産業の製造現場・
　開発現場へフィードバックできる手法となる

図1. 劈開試料作製手順

pn接合

図2. InPのpn接合部の電子線
ホログラフィー像

成 果

Japan Fine Ceramics Center研究成果 4研究成果 4

今後の展開

化合物半導体をFIB法でTEM試料作製し、pn接合を観察する手法を確立する

① 電子線ホログラフィー法のための劈開試料の作製手法の確立

② InPのpn接合を明瞭に捉えることに成功

劈開

劈開

劈開面劈開面
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原子レベルシミュレーションによる
遮熱コーティングの材料設計

計算材料科学的手法により、熱伝導度を更に低下させる添加物を加えた
新規材料を予測

背 景
遮熱コーティングの更なる低熱伝導度化
　→ガスタービンなどの作動温度上昇を可能にする

目 的
熱伝導度低下メカニズムの解析
　→従来材よりも更に熱伝導度を下げる添加物を探索

Al2O3 content (mol%)

従
来

材
に

対
す

る
熱

伝
導

度
の

変
化

成 果

Japan Fine Ceramics Center研究成果 5研究成果 5

謝　　辞 ： 本研究は、経済産業省の「ナノコーティング技術プロジェクト」の一環としてNEDOから委託を
　　　　　 受けて実施したものである。

今後の展開

（1） 熱伝導度を大きく低下させる添加物を発見

（2） 熱伝導度低下メカニズムの詳細を解析、理解

メカニズムの異なる添加物の複合添加により、

熱伝導度を更に下げることに成功 

(1)これらのメカニズムを用い、更に
熱伝導度を下げる添加物を探索

(2)遮熱コーティングの膜構造と熱
伝導度の関係を明らかにする

最適な材料組成と最適な膜
構造を提案し、最適な遮熱
コーティングを設計する
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研究設備の見学 ポスターの説明

トピックストピックス Japan Fine Ceramics Center

平成１７年９月２２日（木）　東海ものづくり創生協議会主催のＪＦＣＣテクノフェアが開催されました。ＪＦＣＣ
が保有する特許や技術を紹介し、中小企業などのニーズとマッチッングすることを目的に開催され、透過型電子顕微
鏡、電子ビーム蒸着装置等他機関にない設備の見学、ポスターによる研究成果の展示を行いました。

ＪＦＣＣテクノフェアが開催されました

　特許庁および中部経済産業局主催の「特許流通フェア中部2005」が2005年10月26日(水)～28日(金)、名古屋市中小企
業振興会館（吹上ホール）にて開催されました。
　中部ものづくり産業展2005として、産学交流テクノフロンティア2005、フロンティア21エレクトロニクスショー、
2005ビジネスショウが同時開催されたこともあり、盛況でした。
ＪＦＣＣからは下記４件を展示しました。

「特許流通フェア中部2005」 に出展

　平成１７年１１月２４日（木）～２６日（土）第２２回日韓国際セラミックスセミナーが、１４年ぶりに名古屋市で開
催されました。本セミナーは、日本韓国両国間で長い歴史的関係を持つセラミックス分野において、日韓の科学技術交
流、人的交流を図ることを目的として、１９８４年より両国で交互に毎年開催されています。第１４回からは東アジア
の国々もセミナーの対象国として拡大し、より国際的な展開をしています。
　ＪＦＣＣは後援団体として開催に協力するとともに、口頭発表８件、ポスター展示２件を行って積極的に討議に参
加し、国際交流を図りました。総発表件数は、１４４件（口頭７８件、ポスター６６件）にのぼり、参加者も日韓を中心に
２００名を越え、過去に例がない程に盛況なセミナーとなりました。

第２２回日韓国際セラミックスセミナー　名古屋市で開催

出展特許
・フォルステライト磁器の作製方法
・磁器及び磁器の製造方法
・磁器組成物
・ポリケイ酸塩及びメソ多孔体並びにこれらの製造方法

今後とも、こうした機会を活用してＪＦＣＣ所有の特許の流通促進を図っていく所存です。



　PAC RIM(Pacific Rim Conference on Ceramics and Glass Technology)はその名の通り、環太平洋諸国を中心としたセ
ラミックスとガラスに関する国際会議で最近は2年ごとに開催されている。これまでに日本、米国、韓国、中国、オース
トラリアの各セラミックス協会が主催となり、持ち回りで会議が行われ、前回は2003年に名古屋で開催されている。
今回はその第6回目の会議にあたり、米国セラミックス協会主催のもと、2005年9月11日～16日の日程でハワイ・マウ
イ島カパルアのホテルリッツカールトンカパルアにて開催された。
　今回の会議では、口頭発表・ポスター発表を含めて、700件以上の研究発表があり、比較的大規模な学会であった。ま
た、参加者については、先に挙げた本会議を主催してきた国々を中心に、タイ、シンガポール等の環太平洋諸国の他、遠
くはイタリアやスロバキアといったヨーロッパからの参加者も含まれていた。以下は筆者の所感であるが、日本から
の参加者が最も多く、次いでアメリカ、韓国、中国、オーストラリアの順であった。一方、シンポジウムの数については
20あり、そのテーマは電子材料、構造材料、解析、プロセス、果ては材料科学の未来についてなど、非常に多岐に渡って
いた。筆者は、”Advances in Ceramic Composites: Design, Development and Applications”と題されたシンポジウムで発
表を行うとともに、このシンポジウムを含めてセラミックスの複合材料に関する発表を中心に聞いてきた。内容の詳
細については割愛するが、現在の研究動向や課題を知ることができ、非常に有意義であった。ただし、発表のキャンセ
ルも数多く見られ、聴きに行こうと会場に行ってみたものの肩すかしを食らう場面もあった。同時多発テロ以降、アメ
リカで開催の学会にビザが取得できなかったために参加できなかったという話をいまだに聞くので、キャンセルが多
かったのはその辺りも影響していると考えられる。
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PAC RIM6 に参加して

材料技術研究所　研究第二部　高温機能グループ
研究員　和田　匡史

1. PAC RIM6 (6th Pacific Rim Conference on Ceramics and Glass Technology)

レジストレーション会場 発表の様子

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center
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　マウイ島はハワイ諸島の一つで、面積は東京都より一回りほど小さい大きさを有し、ハワイ主要8島のうち2番目に
大きな島とのことである。日本からの直行便はなく、一度オアフ島（ホノルル）に向かい、飛行機を乗り換えてマウイ島
に向かう必要がある。そのためか、日本人の観光客は比較的少なく、一般の滞在者はアメリカ人のリゾート客が中心で
あった。ちなみに、今回の旅程は2001年の9.11の同時多発テロと日付が重なったことためか、ホノルル空港での入国審
査に非常に時間がかかり、危うくマウイ島行きの飛行機に乗り遅れるところであった。なお、オアフ島からマウイ島へ
の飛行機は座席指定がなく（つまり自由席）、非常に驚いたことを書き加えておく。
　マウイ島の西海岸と南海岸については世界的なリゾート地となっており、美しいビーチと様々なホテルやコンドミ
ニアムが点在している。一方、内陸部については、世界最大級の休火山であるハレアカラ火口など、雄大な大自然が広
がっており、別名「渓谷の島」と呼ばれているとのことである。また、気候については、気温は高いものの湿度は低く、非
常に快適であった。実際、筆者が宿泊したコンドミニアムにはエアコンは付いてなかったが、全く問題なく寝ることが
できた。現在、マウイ島はアメリカ本土では最も人気のある島とのことだが、それは頷ける結果で、長期間滞在しての
んびりするには非常にすばらしい場所であると感じた。

2. マウイ島

　今回の学会に参加して、様々な研究発表を見聞したことや、他の研究者との交流を通して、強い刺激を受けた。これ
を今後の研究開発に生かしていきたいと思う。また、行きの空港では、預けたスーツケースが見つからず（結局、次の日
に見つかったが）、少々慌てる場面もあった。このような場合に備えて、最低限の発表資料は手荷物として持ち込む必
要があると再認識させられた。
　最後になりましたが、今回の学会出張に際してご協力を頂きました皆さまに深く感謝の意を表します。

3. 終わりに

ホテル近くのビーチ．滞在中はずっと波が高かった リッツカールトンホテルの中庭

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center



　国際会議International Conference on Porous Ceramic Materials（PCM2005）が，10月20～21日にベルギーのブルー
ジュで開催され，JFCCからは，私と森博研究員が参加致しました。本会議では，ポーラスセラミック材料がテーマであ
り，ほとんどの発表が多孔体材料や多孔質膜に関する内容で，私たちは，｢高効率高温水素分離膜の開発」プロジェクト
の研究成果を発表しました。日本の学会ですと，セラミックス分離膜に関する発表は，まだ，数えるほどしかありませ
んが，本会議では，セラミック膜のガス分離，液分離の発表が目白押しでした。ヨーロッパは，環境エネルギー問題に対
する意識が高いため，分離膜研究のメッカということは以前から聞いておりましたが，今回初めてヨーロッパの学会
に参加して，改めてその研究の多様性と研究者人口の多さを実感致しました。また，多孔膜関連の多方面の研究者が一
堂に会しているため，私達の発表内容についても注目され，多くの研究者と有意義な議論をすることができました。
　学会の主催団体であるベルギーのVITO（Flemish　Institute for Technological Research） は、エネルギー、環境、材料分
野の研究所で、JFCCと似た立場の機関です。JFCCも、このように今後トピックを絞った国際会議を開催し、情報発信
基地として国際化を進めていく必要があると思います。
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PCM2005に参加して

材料技術研究所　　研究第一部　ハイブリッドプロセスグループ
副主任研究員　幾原裕美

1. 国際会議概要

　今回の学会の開催場所であるブルージュは，50以上の橋が運河に架かる水の都といわれ，旧市街全体に15世紀のま
まの風景が残っていました。学会会場も，Site Oud Sint-Janという昔の病院内部を改造した会議場で開催され，建造物
そのものは，歴史的建造物として国から指定されていました。街の中心であり，世界遺産にも登録されているマルクト
広場には，州庁舎，鐘楼(Belfort)が並んでいました。また，昔ギルドハウスだった切妻屋根の建物が，レストランとして
営業しており，ここでの鍋ごとのムール貝のワイン蒸しは，文句なしに美味しかったです。

2. ブルージュ

学会会議場（Site Oud Sint-Jan） 学会会場にて（森研究員と筆者）

旧市街の運河 マルクト広場（昔のギルドハウス）

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center
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　ドイツのフランクフルトから20ｋｍ程南に位置する、ダルムシュタット工科大学のRiedel教授研究室を訪問しまし
た。ＪＦＣＣからは、岩本雄二ＧＭが本研究室に留学しており、また、水素分離膜プロジェクトでも、共同研究を行った
経緯もあり、最近の研究内容を議論すると共に、情報交換するために訪れました。Riedel先生は、ヨーロッパでのポリマー
プレカーサー研究を牽引されているこの分野の国際的な研究者です。新材料の合成から、キャラクタリゼーションま
で材料を基礎から、じっくりと研究されており、その研究内容はＮature誌にも何報か掲載されています。また、Riedel
先生は、日本セラミックス協会学術論文誌の編集委員でもあり、雑誌棚には、写真で先生が持たれているように日セラ
誌もありました。Riedel教授研究室がある材料科学科の建物は、全面ガラス張りというモダンな建築物でした。また、玄
関の前には、材料をモデルにフランスの彫刻家が作製したという大きな石があり、そのフラットな表面には、様々な亀
裂や孔や析出物のような彫刻が施されていました。

　先生の実験室では、セラミックスプレカーサーの合成、プレカーサーのセラミックス化の挙動評価そして、セラミッ
クスの特性評価を系統的に行えるように装置が整然と設置されていました。また、どの実験室にも、ドラフトが完備さ
れており、すべての化学実験はドラフトの中で行うよう安全面にも十分気が使われていました。グローブボックスも
プレカーサーを扱う研究室らしく、対面式、2連式と、大きな実験室の中央に鎮座していました。背の高いドイツ人仕様
らしく、グローブボックスに手をいれる手袋の高さは、日本製より20センチ以上高く設計してあるようで、実際、手を
入れさせてもらいましたが、私は、奥にある試薬には、手が届きませんでした。
　また、昼食は学内のキャフェテリアでとりましたが、研究室全員が教授を囲んで食事をし、その際、学生や、ポスドク
一人一人がチャンスとばかりに、教授と順番にミーティングしているとのことでした。このような研究室のアットホー
ムな雰囲気，常に議論することによる切磋琢磨によって，新しいアイデアが生み出されていることを実感しました。ま
た，先生には，ディナーにもご招待頂き，丁重なおもてなしを受け，大変親切にして頂きました。

3. ダルムシュタット工科大学Riedel教授研究室訪問

　今回の出張により，この分野の多くの海外の研究者と交流をもつことができ，大変貴重な経験をさせて頂きました。
今回の出張に際しては，ＪＦＣＣの関係者の皆様のお世話になりましたが，この場を借りて深く感謝申しあげます。

4. 終わりに

Riedel教授室にて 材料科学科研究棟前の石の彫刻

エアーポケットエアーポケット Japan Fine Ceramics Center
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派遣研究員のページ派遣研究員のページ Japan Fine Ceramics Center

　平成17年7月1日付けで、中部電力（株）からこちらJFCCに出向してまいりました。営業部の辞令をいただき、研究の営業業務とは
何かを考えながら、すでに5ヶ月経ちました。研究というものは「単純な商品」ではないことは明らかです。これを営業するには商品
そのものの知識、並びにその生産現場からお客様ニーズ・評価に至る迄を知る必要があるので、JFCC内外の関連箇所を訪問しては
新しい経験・発見を重ねております。
　私の前の職場は、JFCC近くのJR熱田駅から2駅先のJR大高駅の近くにある中部電力の電力技術研究所というところでした。専門
は電力系統の制御と新技術の適用に係わる研究を行ってきました。電気というと今や空気や水のようにあまりに身近な存在にな
ってしまっていることから、その特異な性質は十分理解されていないように思います。日本中、隈無く巡らされた送電線、そしてそ
こに連なる多くの発電機が「同期運転」を行うことにより停電の無い安定した文明社会が維持されているのです。この電力技術の
根幹に係わる研究にこれまで携わることができたことは私の誇りのひとつです。大高にはJFCCと研究面で非常に関連深い部署が
たくさんあるのですが、私は上記分野がベースでしたので、JFCCとはつながりはほとんどありませんでした。よく、樹を見て山を
知らずといいますが、私の場合は、システム研究が主でしたので、どちらかと言うと漠然とした山を見て、個々の樹を知らずという
状態です。研究を行っておりましたので、突然、自分のこれまでの専門分野と全く異なる世界に放り出され、これまでの知識、人脈
が通用しない世界に踏み込んだ時には戸惑いを感じました。しかし、落ち着いて新しい職場を見渡せば、これまでと同じ「研究」集
団。馴染みのキーワードも多いことに気がつきました。「研究」を「地球」に例えれば、今まで生活してきた研究世界とは真逆の半球
にいるような心境になりました。今では、これまでの域を超えた「地球」全体を理解し、従前より幅広い見方をすることができるよ
うになったと思っております。
　JFCCについては優秀な研究者が落ち着いて研究できる良質の研究機関という印象をかねてから持っております。大高の近くに
このような世界があることは、意外にも気がつきませんでした。近年、大学独立法人化等により、各研究機関における出口指向がよ
り一層求められる時代となりました。このような中、JFCCの発展の一助となる仕事を、営業という側面から始めたいと思っており
ます。

（中部電力（株）より派遣）

近くにあって、異なる世界

材料技術研究所　営業部　担当部長
主幹研究員　藤田秀紀

　2005年5月より日本ガイシ（株）から出向して参りました藤崎真司と申します。現在、材料技術研究所の微構造解析・計算グループ
に所属し、水素分離膜プロジェクトで作製されている水素分離膜の透過型電子顕微鏡（TEM）による微細構造解析を担当させて頂
いております。
　大学でTEMによるセラミック材料の微細構造解析を行っていたことから出向元では、約1年間社内開発品のTEMによる微構造解
析に携わっておりました。そして、更なる解析技術と知識の向上を目指して今年からJFCCでお世話になることになりました。入社
2年目での出向ということで赴任当初は、不安な気持ちもありましたが、諸先輩方に温かく迎えて頂き、また支えて頂いているおか
げで毎日楽しく研究させて頂いております。JFCCは、プロパーの方をはじめ様々な企業から出向された方が在籍されており、そん
な方々と話をさせて頂くことでこれまでに感じることのなかったものの考え方や捉え方を身に付けることができる最高な場であ
ると感じております。
  最後になりましたが、今後、皆様にはご迷惑をお掛けすることも多いかと思いますが、御指導御鞭撻をよろしくお願い申し上げま
す。

（日本ガイシ（株）より派遣）

自己紹介

材料技術研究所 研究第一部　微構造解析・計算グループ
藤崎真司
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Japan Fine Ceramics CenterJFCC の動きJFCC の動き

９月３０日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　研究第一部　主席研究員　　　　　　宇野　直樹　(古河電気工業㈱)

　退職（嘱託期間満了）
　　材料技術研究所　試験評価部　調査役　　　　　　 　　山中　武生

１０月１日付
　出向受入
　　材料技術研究所　研究第一部　主任研究員　　　　　　幡谷　耕二　(古河電気工業㈱)

１０月１１日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　研究企画部　調査役　　　　　　　　加藤　正弘

１１月３０日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　研究企画部　研究職　　　　　　　　佐久間　かおり

人の動き

○　社団法人　日本金属学会 　 論文賞「まてりあ論文」
　　受賞者　： 平山　司、幾原　雄一（東京大学）、田中　信夫(名古屋大学)
　　受賞題目：「透過電子顕微鏡によるその場計測技術と超高分解能観察」

○　社団法人　日本セラミックス協会　「感謝状」
　　受賞者　： 鈴木　佐知子
　　受賞題目：日本セラミックス協会規格「ファインセラミックス用窒化ほう素微粉末の化学分析方法」
　　　　　　　作成にあたる貢献に対して

○　日本粉末冶金工業会　「第３回研究促進展奨励賞」
　　受賞者　： 松原　秀彰、野村　浩
　　受賞題目： 焼結過程の計算設計

○　傾斜機能材料研究会　「ＦＧＭ奨励賞」
　　受賞者　： 奥原　芳樹、酒井　武信
　　受賞題目： 傾斜構造圧電体によるアクティブ振動制御

表　彰



回 開催日時 内　　容 講　師

Japan Fine Ceramics Center
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Japan Fine Ceramics Center事業案内事業案内

１
2005年 11月1日(火)

15:00～16:30
化学結合が見つかった
　金属／樹脂接着界面の解析と結合メカニズム

日鉄技術情報センター （元新日本製鐵（株）研究部長）
　前田　重義　氏

２

2005年 11月21日(月)
13:30～15:00

各講座終了後（第６回を除く）　16:40～17:10、15:10～15:40（第３回）　JFCC所内見学会

カーボンナノチューブの特性と電子源への応用
名古屋大学　工学研究科　
　量子工学専攻　教授　齋藤　弥八　氏

2005年 11月21日(月)
15:10～16:40

カーボンナノチューブディスプレーの開発状況
（株）ノリタケカンパニーリミテド　
　戦略開発センターＳＤＰ５ 部長　上村　佐四郎 氏
　

３
2005年 12月9日(金)

13:30～15:00
熱力学計算のナノテクノロジー材料開発への応用

大阪大学大学院　工学研究科　
マテリアル生産科学専攻　教授　田中　敏宏　氏

４

2005年 12月20日(火)

13:30～15:00
日本ガイシ（株）におけるセラミック膜開発の現状

日本ガイシ（株）　商品開発センター

　マネージャー　富田　俊弘　氏

2005年 12月20日(火)
15:10～16:40

アーク法によるカーボンナノチューブの合成とその応用
名城大学　理工学部　材料機能工学科
　教授　安藤　義則　氏

５
2006年 1月23日(月)

15:00～16:30
セラミックスの機能予測シミュレーションの最前線

東北大学　未来科学技術共同研究センター
　教授　宮本　明　氏

６

2006年3月16日(木)
18:30～20:00

会場：愛知県陶磁器
工業協同組合会議室

セラミックス焼結過程の計算設計
（財）ファインセラミックスセンター
　材料技術研究所　副主任技師　野村　浩

先端技術基礎セミナー　（ファインセラミックス技術者講座）

ファインセラミックス技術者講座のご案内

定　  員：各回５０名
会　　場：財団法人ファインセラミックスセンター研修室
　　　　　〒456-8587　名古屋市熱田区六野二丁目４番１号　　TEL ０５２－８７１－３５００
　　　　（第６回は愛知県陶磁器工業協同組合会議室）
　　　　　〒489-0805　瀬戸市陶原町１－８　ＴＥＬ：０５６１－８２－４１５１
　　　　 　 http://www.aitohko.com/ku-syo/index.htm　
参 加 費：無料（ただし、資料代として１千円／１回）
申込方法・申込先：ホームページ　http://www.jfcc.or.jp/26_event/index.html#kiso_seminor05

　名古屋市からの受託事業として行っています２００５年度先端技術基礎セミナーは、
「 ナノテクノロジー材料技術　～実用化への期待～ 」シリーズと題し、６回（８講座）開催いたしております。
　ご好評のうちに４回（６講座）を終了致しましたが、今後開催されます２回の講座に是非ご参加くださいますようご
案内申しあげます。


